
 

 
 

 

 

 

    
 
 

 

 

 

 

   

 

 

 
 

   

 

 

HCL Sametime 
セキュリティ重視の高コストパフォーマンス チャット&ミーティング ソリューション

HCL Sametime は、複雑な業界や政府機関が、最も重要な通信を安全に行うために使用されており、実績と信頼のある

チャットおよびビデオ会議のプラットフォームです。 HCL Sametime 12 では今日の組織のニーズ ( 迅速に、安全に、リ

モートで仕事をする必要性 ) に合致するよう再構築され、必要な機能を備えつつ、コストパフォーマンスとセキュリティーを重

視したものになっています。

メリット機能 価値

堅牢な暗号化、監査性、

データプライバシー

ワンクリックで開始

会議中の制御機能

あらゆるデバイスに対応

プライベートクラウドや

オンプレミスに導入可能

大規模イベントに対応

会議終了後もタスク等の

フォローが可能

管理者ポリシーにより

短時間でのリソース

管理が可能

時間と費用の損失となるデータへの

不正侵入はありません。ビジネスに

必要なセキュリティポリシーと導入

オプションを設定できます。

時間と費用の損失となるデータへの

不正侵入はありません。ビジネスに

必要なセキュリティポリシーと導入

オプションを設定できます。

必要時に直ちに開始できる会議は

効率的であり、無駄がなく生産性の

向上を図れます。

必要時に直ちに開始できる会議は

効率的であり、無駄がなく生産性の

向上を図れます。

操作性は直感的であり、最新の

Web ミーティングおよびチャットの

すべての業界標準を満たしています。

操作性は直感的であり、最新の

Web ミーティングおよびチャットの

すべての業界標準を満たしています。

チームワークをより促進して、ビジ

ネスの成果がより早く向上します。

チームワークをより促進して、ビジ

ネスの成果がより早く向上します。

自動化により、設定と管理の時間を

節約でき、TCO を削減します。

自動化により、設定と管理の時間を

節約でき、TCO を削減します。

ミーティングや研修コンテンツを

お客様、取引先、従業員と共有でき

ます。

ミーティングや研修コンテンツを

お客様、取引先、従業員と共有でき

ます。

永続チャット機能と録画機能により、

通話が終了した後も全員が最新の

情報を入手できます。

永続チャット機能と録画機能により、

通話が終了した後も全員が最新の

情報を入手できます。

各種法令 ・ 規制遵守およびリスク

回避が必要な場合、データ保護と

リソース制御は非常に有効です。

各種法令 ・ 規制遵守およびリスク

回避が必要な場合、データ保護と

リソース制御は非常に有効です。

データは、プライベート クラウド、

オンプレミスで保護されます。

データは、プライベート クラウド、

オンプレミスで保護されます。

安全なチャット、ビデオ会議、および

画面共有にわずか数秒でアクセス

できます。インストールは不要で、

手間はかかりません。

安全なチャット、ビデオ会議、および

画面共有にわずか数秒でアクセス

できます。インストールは不要で、

手間はかかりません。

モデレータとプレゼンターは、全員の

ミュートと発表を制御でき、会議室に

パスワードの設定が可能です。

モデレータとプレゼンターは、全員の

ミュートと発表を制御でき、会議室に

パスワードの設定が可能です。

自宅、オフィス、または外出先で

継続的にチャットができます。

自宅、オフィス、または外出先で

継続的にチャットができます。

コンテナ技術を使用した高速な

デプロイと Kubernetes を使用

したスケーリングが可能。

コンテナ技術を使用した高速な

デプロイと Kubernetes を使用

したスケーリングが可能。

YouTube チャンネルにストリー

ミングビデオとして配信可能。

無制限に視聴者にリーチできます。

YouTube チャンネルにストリー

ミングビデオとして配信可能。

無制限に視聴者にリーチできます。

会議中およびその前と後に、継続して

チャット機能を利用でき、会議時間に

縛られずに効率的、本質的な活動が

行えます。

会議中およびその前と後に、継続して

チャット機能を利用でき、会議時間に

縛られずに効率的、本質的な活動が

行えます。

どのグループは何ができるかを

簡単に定義でき、セキュリティが

向上し、ネットワーク帯域幅を管理し、

機密性を保護できます。

どのグループは何ができるかを

簡単に定義でき、セキュリティが

向上し、ネットワーク帯域幅を管理し、

機密性を保護できます。


